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産地体験ツアーの第1弾として、「なにわの伝統野菜など夏野菜の収穫体験と加工体験！」を開催しました。

最初に、河南町にある府民会議前会長阪上さんのほ場にお伺いし、伝統野菜など夏野菜の収穫体験を行いました。梅雨明け後の暑い中でしたが、たくさんの実りに恵まれ、収穫体験を楽しむことができました。勝間南瓜のトンネルをくぐりながらの収穫を皮切りに、鳥飼茄子を含むなす、きゅうり、ピーマン、ミニトマトなどそれぞれ複数品種を収穫しました。また、毛馬胡瓜や玉造黒門越瓜等の栽培の状況も見せていただきました。
伝統野菜をふんだんに使ったお弁当や阪上さん手作りのしそジュースをいただいた後、「かなんぴあ」の調理室に場所を移し、加工体験を行いました。加工体験には河南町食生活改善推進協議会から７人が出席され、加工の指導をして下さいました。メニューは阪上さんの畑で収穫された毛馬胡瓜を使った漬物と、これも阪上さんの畑で収穫されたトマトを使ったトマトゼリー。ご指導のおかげもあって、美味しい漬物とゼリーを作ることができました。
参加者のみなさんからは「栽培している農家から話を聞け、実際に伝統野菜が畑に育っているところが見られてよかった。」、「(加工体験はご指導のおかげで) プリントではよくわからない部分がよく理解できよかった。」など、好評の声が多く上がっていました。
開催日　平成２９年７月２１日(金)  ９時３０分～１６時３０分
参加人数　３４名
内　　容　Ⅰ. なにわの伝統野菜など夏野菜の収穫体験
　　　　　Ⅱ．なにわの伝統野菜を使ったお弁当をいただきながら伝統野菜のお話しを伺う
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　　　　　Ⅲ．毛馬きゅうりの漬物とトマトゼリー作り 
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産地体験ツアーの第２弾として、「『杉・五兵衛』で自然を生かし、自然に生かされる農園の取組みを学ぶ」を開催しました。

最初に、枚方市にある農園『杉・五兵衛』の取組みについて、農園主である𡌛島五兵衛氏から体験農園や堆肥舎など園内を案内いただきながらお話を伺いました。『杉農園』は甲子園球場の2倍の面積にある里山に開かれており、様々な野菜果物、山菜や花などを育ててられている他、ロバやうさぎなどを飼育されており、畑の雑草や残渣が動物のえさになり、動物の糞が堆肥となって、ほ場に還元される循環が確立されていました。杉・五兵衛の農園は農場の意ではなく、農業を越えた農耕の園を意味すると語られ、効率を重視した経済活動の場ではなく、子どもから大人まで、そこではぐくまれ、生きていくための場であるとおっしゃっておられたのが印象的でした。

その後、代官屋敷と酒蔵を移築した本館で農園で収穫された作物をつかった手造り農園料理をいただき、収穫体験を楽しみました。
参加者のみなさんからは「なつかしい風景とオーナーの「農」に対する哲学に感動した。」「命が循環する仕組みもすばらしいと思った。」など、好評の声が多く上がっていました。

開催日　平成２９年１１月１５日(水)  ９時４５分～１６時３０分
参加人数　３９名

内　　容　Ⅰ. 農園主である𡌛島五兵衛氏からの農園の取組説明
　　　　　Ⅱ．農園で収穫された作物をつかった手造り農園料理
[image: image7.png]


[image: image8.png]


[image: image9.png]


　　　　　Ⅲ．収穫体験など園内散策 [image: image10.png]
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産地体験ツアーの第３弾として、「岸和田で生まれたにんじん「彩誉」と新なにわの伝統野菜「難波葱」の収穫体験！」を開催しました。

朝からは、にんじん「彩誉」の収穫体験をしました。このにんじんは岸和田市のほ場で作り出された品種ですが、とっても甘いにんじんで特に冬場には甘みを増します。岸和田市では彩誉のブランド化を進めており、若手農業者の組織である岸和田４Ｈクラブでも栽培しています。今回は４Ｈクラブが栽培しているほ場で収穫体験をさせていただきました。ほ場には４Ｈクラブ員も出席されており、栽培上のポイントなど説明いただきました。収穫体験ではひとり１０本！も収穫し、皆さん大満足でした。愛彩ランドのレストランで地元野菜を使ったお料理をいただいた後、岸和田市の商工会の方から彩誉のブランド化の取り組みについてお話しを伺いました。
その後は岸和田市で金ごまの栽培などにも取り組んでおられるＮＰＯ法人ゴールドファームで難波葱とくらま大根の収穫体験をさせていただきました。難波葱は名前の通り難波で多く栽培されていたねぎで平成２９年４月に「なにわの伝統野菜」に認定されました。まだまだスーパーなどでは手に入りにくいため皆さん喜んで収穫されていました。また、くらま大根は４本も収穫させていただき、どうやって持って帰ろうかと嬉しい悲鳴が上がっていました。

参加者のみなさんからは「収穫体験が楽しかった！」「お昼ご飯がおいしかった。」「農家の方や商工会の方のお話しがわかりやすく、勉強になった。」といった声が多く上がっていました。
開催日　平成３０年１月２１日(日)  １０時００分～１７時００分
参加人数　４６名

内　　容　Ⅰ. 岸和田市で生まれたにんじん「彩誉」の収穫と農商工連携の取組について
　　　　　Ⅱ．難波葱とくらま大根の収穫体験 


平成29年度　第1回　産地体験ツアー　


なにわの伝統野菜など夏野菜の収穫体験と加工体験！





平成29年度　第２回　産地体験ツアー　


「杉・五兵衛」で自然を生かし、自然に生かされる農園の取組みを学ぶ





平成29年度　第３回　産地体験ツアー　


岸和田で生まれたにんじん「彩誉」と新なにわの伝統野菜「難波葱」の収穫体験！


「杉・五兵衛」で自然を生かし、自然に生かされる農園の取組みを学ぶ








